
  

 

第 40 回 北方圏国際シンポジウム 「オホーツク海と流氷」 2026（仮） 
 
 第４０回北方圏国際シンポジウム「オホーツク海と流氷」が２０２６年２月１５日（日）から１８日（水）まで，北海道紋

別市で開催されます．最新の海氷研究から北極航路，地球温暖化，環境問題，海洋生物，オホーツク地域の諸問

題まで様々な話題が発表されます．流氷の街，紋別に是非お越し下さい． 
  
 

【 開催概要 】 

 ■ 期   間： ２０２６年２月１５日（日）～１８日（水） 

  ２月１５日（日）：開会式，レセプション 

  ２月１６日（月）〜１８日（水）： 学術分科会，ワークショップ，ポスターセッション 

             市民公開講座，子どもシンポジウム他 

    ２月１９日（木）〜２０日（金）：フィールドスタディー 
 

 ■ 開催場所： 紋別市民会館，紋別市文化会館，紋別市立博物館 

 ■ 主    催： 紋別市 
 ■ 共    催： 北海道大学北極域研究センター 
 

 ■ 後援予定： 国立極地研究所，北見工業大学，東海大学札幌キャンパス， 

東京農業大学オホーツクキャンパス，東京海洋大学，北海道大学低温科学 

研究所，北海道大学大学院水産科学研究院，東京大学大気海洋研究所， 

北海道大学北方生物圏フィールド科学センター，その他     

 ■ 主   管： 北方圏国際シンポジウム実行委員会 
 

【 開催内容 】 

 ❏開会式, 特別講演, 記念レセプション  ２月１５日（日） 会場：紋別市民会館 
 

 ❏学術分科会, ワークショップ, ポスターセッション 
 

  ２月１６日（月）〜１８日（水） 会場：紋別市文化会館、紋別市立博物館ほか 

 《テーマ》  

(1) オホーツク海の環境   (2) 極域の海洋・気象 (3) 氷海の生物・水産 

(4) 寒冷域工学        (5) 北極航路    (6) 地球温暖化と環境変動 

(7) 海洋リモートセンシング (8) 雪氷と暮し   (9) その他 

●追加希望のテーマ，ワークショップがありましたらご連絡下さい． 
 

 ❏青田昌秋賞 優秀な講演を行った若手研究者（満 40 歳未満）を表彰します 

 ❏市民公開講座・自由広場 公開講座や市民向けイベントを募集，日本語の発表（学部生・企業向け）. 
 

 ❏ワークショップ・フォーラム 課題型ワークショップ，共同研究の提案や研究系会合を募集． 
 

 ❏技術展示 各協賛企業により最新技術や計測機器等を展示紹介 
 

 ❏懇親会 記念レセプション ２月１５日（日），交歓の夕べ ２月１７日（火） 
 

 ❏フィールドスタディ』  月１９日（木）〜２０日（金）, 紋別周辺の温泉地で宿泊研修 
 

 ❏参加費』(予定) 一般 7,000円、学生 2,000円/要旨集印刷版 5,000円（開催期間中、HPに公開する） 
 

 ❏査読付き論文 (Article) を募集します(Okhotsk Sea and Polar Oceans Research (OSPOR), Volume 10, 2026).  
        締切：2025 年 9 月 26 日(金)，カメラレディ原稿 6頁以内（主に工学分野） 

        投稿案内，原稿様式，テンプレートはホームページ参照． 

 ❏研究発表・ポスターセッション・ワークショップの申込み』 

 ・ワークショップ企画・提案締切  2025 年 11 月 7 日（金） 

・研究発表申込み（200字）締切 2025 年 12 月 1 日（月） 

 ・要旨集原稿締切       2026 年 1 月 13 日（火） 
 

 ●学術分科会：言語：英語, 公開講座等：日本語,   

 ●11 月からホームページで受付開始します, 
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北方圏国際シンポジウム実行委員会 

 委員長：大塚夏彦 （道立オホーツク流氷科学センター所長） 
 事務局：植松恵理子 
〒094-0030 北海道紋別市 海洋公園１ 海洋交流館内 

     北方圏国際シンポジウム事務局 
 E-mail: momsys@okhotsk-mombetsu.jp 
 Tel: 0158-26-2810   Fax: 0158-26-2812 
 http://okhotsk-mombetsu.jp/okhsympo/top-index.html 

紋別へのアクセス 
・羽田～紋別(2h)： 1 便/日 
・羽田～女満別（2h）： 5 便/日 

+女満別～紋別：車で 2 時間  
・札幌～紋別・バス(4h 40m)：3 便/日   
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砕氷観光船：ガリンコⅢ 


